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'.:il/朗査I註跡稲島奇跨が見ボ変更印精峰＜岨¥:,t,JI詣函;4i月10日から行っI 

Sl3fOti紐するため，発扱珠瑞ても存在も雌誌狂遁めた。

斜行石列 SXOZ1;,.. 3o~30""'~ ! 炉四C.-'-'"壬届tえ列従べ:.怜面側疇ね30応

孔吼石立謬和t.~,,.,計虹L. :it 1ij.1] i'll環心恥炉謙＼牙・Htみ．

和［石紙溝~.o 03 fJ-、ルぷ段繹凶い詞'T,叩を 1心が髯である最下段I~

筐 30,如如m心~q花筒店い問い、 2設以上！立o,)-(), It: /0炉りやや

小豹バ鵡恥1也に、殺尺后切泊む恥る。溝這叫』玖層パ',yし、北喝1'l"J.'J

層炉面へ屈釦、東面素狐煮SPOL仕繋か）｀凶層l'l棗嘉、相L.象面信狐；糞SP06に

連稀科。下層砂れ世紅前｀ゎ.t嘉い此 L,ぃふこれら SD01·SX02.·'5"D03•

S1)ol{-は今回兌載中最繹パ喜爵切る。 5P01.・SP03碍からは瓦祉ミ:i:..n心。

狛地 5A05"J背面砂列 I~, 稲烏芍・wi逹負祠，，も虹恩われる炉後述する．

祝幻振れば SPOl・SX.⑫ n、北1諌に (0心がェ方（可も小し．翡紺奇蘭門肉方蜂

氣広喝虹象濯辰,}'¥,(7゚ 詔詞）に直知紅祭K緑似する。

疇
扱祖環物s13101i. かぇ間“姦距達物で、柱閉11r尺埓間1'みら．柱＂配翌か
湛砂1:,倉沼砂むl>.西側に1ヰ酬只屈稔加くに屯砂/sx_ll 11" 釦、~. ~ らにぅ這

北V-ll-.盲暗渠4か石立包我訊12pぐ存厄れる．
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如［和達物se131-J..,

られ、なお孜討u 専す~-

3心間が東印棟mを物rぁる．現和つい這置K知叫［

東面渇SAo8,;i: 衆氾心り南る心＂位置四うり、と尺叶間叫 1間分乱皮出L1←

斜行石組溝soo1(7世怠邸詳）砂新区．後述の向北溝S'DI紅層的名い。

東面碍sAo汀恥む咋り(fJ17ふ向位置J,<.あり.?f尺埓間 •'II 間分逮幻 7,:..

斜行ふ組濡.SPo1蘭北組痕SV03り新区、後迅引日北溝・svrrrC7世紅

栽終末~8世紀初頭）切も 1/¥• ' 

,,, 角北滉SAO'Tほ.i尺埓間で3間釘鯰 LTs.. 柱間寸放1姜な切炉SAOわ柱と

柱;1jll"捐ぅの1口、同叡酎在した可能性炉t恥ヽ．

面北素拇毒SPIL/-1吋局1-前後q素投りが算て＼深這切可Ot,v11.。底郭11禍汰

如 -r,71_らに 1段下炉，ており` 所々 にJばか、点在該.'7世紅紐心嘉が虹t1~ る．

庄止込堕は）南北丸m郊紅l瓦饂t籾＇れ’低くなる。こ杯趙這約
心

1""'-パ屈方 t狐り、がらK底卸"i1段扱り、本店い、た後咋ぃ粘戸祖りている。

不柏段り甚五長'J.1+6~ 12. 巫で、外径は 16,v乃砿、内径1:1-10応莉後切ら．

麟 1'みらと、外側這蒻 内側は溝訊形に剖り抜＜．ネ毬羞＼さ息註~10

,, . t,w¥, 1嘉環遥t込む形式である。

麟癬si;:,oG11-. 11'& 1心 q知振り漬ーで南誌維粛SVo3-f3(.t層）違結す

ふ漬内 1ヽら 7世紅後半の江藍も也む~1<:..

SPIら下層tなって、組氾打へもぐる．

匡亘l

こ9屎函清l'l-さらK北へ屈由し南北溝

和直SP/詞翻14'¥.で｀南北心I粒鯰l1-.:. 加!¥'うス違這濤て臼、 9

坦珈削平訊這知~- 7世紀最於末迅紐紅初頭に9ヽ1110):L届t含む。

卵 t溝'SVlb,-Bは層）q南北濤SDlb-Aげ層）し引島いぼり、和也応伐をゎ評

釦＇は邸側晶麟咋和池凸．：：：ぅ溝 l'l-,染氾卸釦→此都KI~IS"">t、7バ‘、下

>IV¥"'勾知埠滋ぺ，を打訊音渠I:.l 1, 逃的髯砂~- え

,sAot,~ 正面王•石列ぽ餌細這狂1吋扁ぇと硯I丘昭和3:2年

項門屯釦糾査1廿槃：叱0層:I,b. 紺l占迅に復原は心．背面王、石列 I口氾盤炉低く．

創叱当初可能性パ役＼＼企ゲこ爛査蜂救雨兎t,I~呈なっており、な糾険討洪臼ぅも

正面王泊列 r以~J1 ゥ和瓦い令み、婢I似的には焼土t混切おり．後ょ椅:i奇した胚ずみ

・らう・

国
麟キ、発坂釦印北 K広が豆こ痰れ噂から瓦烙1沿ふ-{¥Aる。

碍口環査孔j咀 p逗揖違格について説哨 l てお~{.:.し）。

の 叩む戒で1~'1-ず狼島寺伽璽濁恥l逍改知咆られている。さ渇咲地 11..'l遺

玖逹汲")'1111,現如＇は背面玉砂 llか当初 9がぅ炉残''が1ない．こ9登氾炉逍い平

祖虹埓創む詑時心t濃研、 7_0)砂 1:t恥紐諄閑也切1叶う1あり．竹嘩醗

＾がい壊五してsvoI 1fじ炉存在している。

R 第且瑚心揖"-l -i, 約柱遠如BIO澤誌滉S:AO贔特如砂．酷麟

叶知、東函2印紐訊「直知れてさたが、昭和認恥発恥E心麟砂

如辺が，和北3町真釦粋・：：：03町1¢,罷釦奇南門叩碕道凶政広かt緑

政娃、も起、点臼砂炉最パ滋的1'.1;る。即ち今'f]発狐した正威け、罹紺司—奇啄内

りある幻§砂M.こ心す、今邸夜似濯紅往褥SAO釦振砂東西が知戎辰む，他、告

寺吋辰in,'(,-裂 l、俺釦秋羨5位糸池qr!揖9振れ渓砂こ砂も令ゎ-t'..1危滋少惑

炉あろう．

ワ世紀視¥C和 9て、南門介ら東へ砂環か和．蒼釦喝 (S.AO&)臼り＇空閲屯

応恥れ、さら},'.;それ直釘和l"-.S:A07・SAOh;扉百＇蹟函孔~-をq 譴i 叫低柾")

昆物SBIO(倉）炉建訪ル、衿念いわ心い巧糞q流れ岱SP呼砂SDO恥変砂れたと苑
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ここで想起叫 ~I-;!噴牡叫這昭遺記庄代戻飾遺昭渇視奇切り、

り後ll"!'?1譴 t)..'r'本元瑛寺紐恥在吋 r壬.料..J(環紐）にあ虹託 l1.・, い

b。当粗紅這島や和知麺にあた砂角砂れるから、 51310遠、島寺東印隅K

疇 N遵院“関1系q砂 0)I,:. みなゼ砂．

R 恥./~ 頭い這尋；恥れる。這疇めい疇kぁ通北素投邁

SD !If-I<. 設置はあったも咋原へ置む拇に1叶うかある。そ口北方へ行くにつれ1低＜なる

mミ罷あ寺へ句 7て流ぶb上水施複1・紐砂11籟しいな 1ヽ 。セして．そq流路Kついて11,
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今1恥発操区引厄約{(fV心て` 昭和1f.6年k奈良泉紋脊嗣結託杞振Lた不槌切関

連這辺旺.1i: だ、、：：刃這I埠徊鱈,,.1:..1ぇ談合わもで構造炉屡なら乙と、最久

帳炉腐如、あり丈妨Tあるこt.そ！訪釦振れなピ這知砂釦,~この科逸か舘

和い復以麟叫l埠砂 Iヽ ；繹す砂『蒻船（切祠）臼関連も1和兎わる

ヘ→1であろう，

R 最後K.築光SAOS-に関連l'幻も韮立底図1遺知也恥，杓南和

和oi'l'tl~が重専である。紺郎祠｀足祖査前Tある砂碓言1'~~ふ口＼炉、 7世紅前半引斜

虚組溝SVOI. 7世紀後わ紐IJ碩北葺S叫 -A<下層）、国r..,,石組達S"D
lb-6は暦）"J'tれぞL這入口正巣地戸暗渠かなっび砂危かられ、当祁引払

阻'c,\~I手靡襲いな炉ら伺屈．か玖:{t:i.れたも0)であるう. ;:_虹うな頻紫：な咬策11-褪

烏奇只流知知可世紐図恥這搭な関係にあったこ咋諷l.飛お知ー連

C'Jb">であ虹砂物弱いいいい砂ぅ．

なお、店褪査Iさ今回祖見氾説咀会後K衷測・釦卸補足語＼査1行って、□ 1塙

査も加砂手足でloi?,,.
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紐年062) 禅院坪元嶼寺9東麟K創建すら

虹武4年(1'{'00') 道昭、え単廃で豹化

和銅雑('11.1) 記和湊閻‘して禅院も平成京疇達稔

訊~If. 年 3 月 IO 日条け免日ふ~.1..) : 
沈汀兒4繹訟術．言逢悟臥好呪知鉗誤7叙:皆和乱将和魂か｝．
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